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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 2014年７月１日から2024年11月13日 
（当初、2019年11月13日）まで 

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、主とし
て、トヨタ自動車およびそのグループ会社
の株式、債券等に投資し、信託財産の中長
期的な成長を目指して運用を行います。 

主要投資対象 当ファンドは以下の各マザーファンドを主
要投資対象とします。 

トヨタグループ株式マザーファンド 

トヨタ自動車およびそのグループ会社のう
ち、日本の取引所に上場している株式 

トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド

トヨタ自動車およびそのグループ会社の
発行する内外の債券等 

当ファンドの 
運用方法 

■トヨタ自動車およびそのグループ会社の
株式と債券等に投資します。 

■株式に対する強気・弱気局面への転換点
を判断し、機動的な資産配分調整を行い
ます。 

■外貨建資産については、原則として対円
での為替ヘッジを行いません。 

組入制限 当ファンド 

■株式への実質投資割合には、制限を設け
ません。 

■外貨建資産への実質投資割合には、制限
を設けません。 

トヨタグループ株式マザーファンド 

■株式への投資割合には、制限を設けませ
ん。 

■外貨建資産への投資割合は、信託財産の
純資産総額の20％以内とします。 

トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド

■株式への投資割合は、信託財産の純資産
総額の10％以下とします。 

■外貨建資産への投資割合には、制限を設
けません。 

分配方針 ■年４回（原則として毎年２月、５月、８
月、11月の13日。休業日の場合は翌営業
日）決算を行い、分配を行います。 

■分配対象額は、経費控除後の利子、配当
等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水準、
市況動向等を勘案して決定します。 

※委託会社の判断により分配を行わない場
合もあるため、将来の分配金の支払いお
よびその金額について保証するものでは
ありません。 

 

 

トヨタグループ・ 
バランスファンド 

【運用報告書（全体版）】 
第13作成期 (2020年５月14日から2020年11月13日まで)

第 24 期/第 25 期 

第24期：決算日 2020年８月13日 

第25期：決算日 2020年11月13日 

 

受益者の皆さまへ 

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。 

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

主として、トヨタ自動車およびそのグループ会社

の株式、債券等に投資し、信託財産の中長期的な

成長を目指して運用を行います。当作成期につい

ても、運用方針に沿った運用を行いました。 

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。 

 

当ファンドは、特化型運用を行います。 

 



トヨタグループ・バランスファンド 
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最近５作成期の運用実績 
 

作成期 決  算  期 

基 準 価 額 
株式組入

比  率

債券組入 

比  率 

純 資 産

総  額(分配落) 
税 込 

分配金 

期 中 

騰落率 

第９ 
作成期 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円
16期(2018年８月13日) 9,298 0 △ 3.5 24.8 48.7 5,475
17期(2018年11月13日) 9,297 0 △ 0.0 23.3 49.8 5,321

第10 
作成期 

18期(2019年２月13日) 9,207 0 △ 1.0 49.8 48.0 5,154
19期(2019年５月13日) 9,084 0 △ 1.3 66.3 30.2 4,878

第11 
作成期 

20期(2019年８月13日) 8,926 0 △ 1.7 48.7 39.7 4,761
21期(2019年11月13日) 10,000 0 12.0 68.5 28.5 4,807

第12 
作成期 

22期(2020年２月13日) 9,650 0 △ 3.5 67.7 31.4 3,971
23期(2020年５月13日) 8,488 0 △12.0 24.7 51.6 3,487

第13 
作成期 

24期(2020年８月13日) 9,428 0 11.1 71.4 26.9 3,810
25期(2020年11月13日) 9,658 0 2.4 49.8 47.1 3,777

※基準価額の騰落率は分配金込み。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当作成期中の基準価額と市況等の推移 
 

決算期 年  月  日 
基 準 価 額 株式組入 

比  率 

債券組入 

比  率  騰 落 率 

第24期 

(期   首) 円 ％ ％ ％
2020年５月13日 8,488 － 24.7 51.6
  ５月末 8,741 3.0 26.2 51.1
  ６月末 8,834 4.1 48.9 50.0
  ７月末 8,523 0.4 46.9 51.6

(期   末)  
2020年８月13日 9,428 11.1 71.4 26.9

第25期 

(期   首)  
2020年８月13日 9,428 － 71.4 26.9
  ８月末 9,270 △ 1.7 67.0 31.6
  ９月末 9,289 △ 1.5 66.3 31.5
  10月末 9,201 △ 2.4 65.9 31.6

(期   末)  
2020年11月13日 9,658 2.4 49.8 47.1

※騰落率は期首比です。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

基準価額等の推移

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※分配金再投資基準価額は、作成期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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純資産総額（百万円）：右軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸
基準価額（円）：左軸

作成期首 8,488円

作成期末 9,658円
（当作成期分配金0円（税引前）込み）

騰 落 率 ＋13.8％
（分配金再投資ベース）

トヨタグループ・バランスファンド 
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基準価額の主な変動要因（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、主としてトヨタ自動車およびそのグループ
会社※のうち、日本の取引所に上場する株式および内外で発行する債券等に投資しました。また、
市場のリスク選好状況を定量的に捉えて市場の局面判断を行うとともに、局面転換に応じて機動
的な資産配分を行いました。外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行っていません。
※�グループ会社とは、株式の場合はトヨタ自動車の有価証券報告書、四半期報告書およびこれらに準じる公開情報に開
示される連結子会社、持分法適用関連会社をいい、債券の場合はトヨタ自動車の国内外の連結子会社および持分法適
用関連会社（非上場会社を含む）をいいます。

●トヨタ関連株式の株価が上昇したこと
●社債利回りが低下（価格は上昇）したこと

●米ドルが円に対して下落したこと

上昇要因

下落要因

組入れファンドの状況

組入れファンド 投資資産 騰落率 作成期末組入比率
トヨタグループ株式マザーファンド 国内株式 ＋21.1％ 50.9％
トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 内外債券 ＋8.0％ 48.6％
※比率は、純資産総額に対する割合です。
※��ファンドは、一般社団法人投資信託協会が定める「信用リスク集中回避のための投資制限」に定められた比率を超えて
特定の発行体が発行する銘柄等に集中投資を行う特化型運用ファンドに該当します。
※トヨタ自動車株式の純資産総額に対する比率は35％を超えないものとします。
※��ファンドは、トヨタ自動車およびそのグループ会社の株式に集中して投資を行うため、当該銘柄に経営破たんや経営・
財務状況の悪化などが生じた場合には、大きな損失が発生することがあります。

トヨタグループ・バランスファンド 
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投資環境について（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

国内株式市場は上昇しました。債券市場では、米国５年国債利回りは小幅上昇（価格は
下落）しました。社債利回りは低下しました。為替市場では、対円で米ドルは下落しま
した。

国内株式
　国内株式は、作成期を通じて新型コロナウ
イルスの感染拡大に対する懸念等が上値抑制
要因になったものの、政府・日本銀行をはじ
め、世界の主要国、中央銀行の積極的な政策
対応や企業業績の先行き期待等が下支えとな
り、国内株式は大幅に上昇する展開となりま
した。
　当作成期のＴＯＰＩＸ（東証株価指数）は、
作成期首に比べて15.5％上昇しました。ま
た、トヨタ自動車の株価は、作成期首に比べ
て14.6％上昇しました。

外国債券
　米国国債利回りは、新型コロナウイルスの
感染拡大や、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）
の積極的な金融緩和等を背景に、作成期初か
ら７月にかけて低位で推移しました。その後
は、世界的に経済活動が再開される中、株価
が上昇傾向にあったこともあり、債券利回り
は作成期末にかけて上昇傾向で推移しました。
　社債スプレッド（国債に対する上乗せ金利）

は、作成期の前半は縮小し、後半は横ばいで
推移しました。ＦＲＢ�による社債ＥＴＦ（上
場投資信託）および個別社債の購入が開始さ
れる中で、投資信託等を通じた社債市場への
安定した資金流入が続き、作成期の前半は需
給環境が引き締まりました。後半は新規の社
債発行が高水準となりましたが、投資資金の
社債市場への流入が継続し、スプレッドは横
ばいにとどまりました。
　その結果、作成期を通してみれば、社債利
回りは低下しました。
　当作成期の米国５年国債利回りは、作成期
首0.32％から作成期末0.39％へと小幅上昇
しました。

為替市場
　米ドル・円は、新型コロナウイルスの感染
拡大に対する懸念やＦＲＢによる積極的な金
融緩和の継続などを背景に、作成期を通じて
米ドルが緩やかに下落する展開が続きました。
　当作成期の米ドル・円は、作成期首107円
15銭から作成期末104円99銭と２円16銭の
米ドル安・円高となりました。�

トヨタグループ・バランスファンド 
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ポートフォリオについて（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

当ファンド
●ハイブリッドナビ戦略※

　当作成期の資産配分方針の変更時期につい
ては以下の通りです。
　作成期初、市場は株式に対する弱気局面と
判断し、株式25％程度、債券50％程度、現
預金25％程度の組入れとしました。
　リスク態度指数は、各国政府が新型コロナ
ウイルス対策として積極的な政策対応を実施
したことで、2020年４月以降、底打ちを探
る動きとなりました。そして、経済活動再開
への期待や企業業績見通しの改善を背景に、
５月下旬よりリスク態度指数は上昇基調で推
移しました。
　その後６月下旬には、株式に対する強気局
面に向かいつつあると判断し、株式50％程
度、債券50％程度、現預金０％程度の組入
れへ変更しました。さらに８月上旬には、株
式に対する強気局面に入ったと判断し、株式
70％程度、債券30％程度、現預金０％程度
の組入れへ変更しました。
　10月下旬には、感染再拡大により、欧州
各国で行動制限措置が強化されたことなどを
背景に、主要株式市場が調整し、リスク態度
指数は下落基調に転じました。そのため、株
式に対する弱気局面に向かいつつあると判断
し、株式50％程度、債券50％程度、現預金
０％程度の組入れへ変更しました。
※�ハイブリッドナビ戦略とは、リスク態度指数を用いて、

株式と債券の資産配分を機動的に調整する運用戦略を
いいます。また、リスク態度指数とは、市場のリスク
選好度合いを計るため委託会社が独自に作成した指数
です。

トヨタグループ株式マザーファンド
●投資行動
　原則として組入銘柄の時価総額に応じて投
資比率を決定しますが、全期間にわたってト
ヨタ自動車株式の時価総額が組入銘柄の時価
総額合計の50％を超えていましたので、ト
ヨタ自動車株式の投資比率を約50％とし、
残りの約50％をグループ会社株式の各銘柄
の時価総額に応じた比率に近づくように運用
を行いました。
　日々の設定解約に伴う売買の際には、トヨ
タ自動車株式への投資比率が約50％、グ
ループ会社の株式への投資比率が約50％に
近づくようポートフォリオを調整しました。
追加設定やリバランス（投資配分比率の調整）
に伴う現物株式の売買にあたっては、取引コ
ストの低減に努めました。

●リバランス
　運用の基本方針に基づき、四半期末を基準
としてリバランスを行うこととしています。
2020年６月末、９月末について翌月にリバ
ランスを実施しました。

トヨタグループ・バランスファンド 
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ベンチマークとの差異について（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

トヨタグループ・グローバルボンド・ 
マザーファンド
●債券組入比率
　トヨタ自動車グループが発行する社債を高
水準に組み入れ、安定的に金利収入を得るこ
とができました。

●デュレーション
　デュレーションについては４年程度としま
した。

●発行体配分
　組入発行体の配分については、トヨタモー

タークレジット、トヨタクレジットカナダ、
トヨタファイナンスオーストラリア、トヨタ
ファイナンスネザーランドの４発行体が発行
する社債を作成期末時点で11銘柄保有して
おり、最大保有発行体であるトヨタモーター
クレジットの保有比率は純資産総額の50％
以下としています。

●通貨別配分
　作成期末時点で豪ドル、カナダドル、米ド
ル、英ポンド、ユーロのエクスポージャーを
有しております。外貨建資産について対円で
の為替ヘッジは行っていません。

分配金について（2020年５月14日から2020年11月13日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第24期 第25期 　当作成期の分配は、基準価額水準等を勘案
し、第24期および第25期ともに見送りとい
たしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基本
方針に基づき運用いたします。

当期分配金 － －
（対基準価額比率） （－％） （－％）

当期の収益 － －

当期の収益以外 － －

翌期繰越分配対象額 1,069 1,160
※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※��「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

トヨタグループ・バランスファンド 

 

 

 

品    名：ba230_02_【全体版】帯・ノンブル（7P）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム Pd2-user 

プリント日時：2020/12/24 9:34:00 

 

－ 6 － 



 

当ファンド
　マザーファンドへの投資を通じて、主とし
て、トヨタ自動車およびそのグループ会社の
株式、債券等に投資し、株式に対する強気・
弱気局面への転換点を判断し機動的な資産配
分調整を行うことで、信託財産の中長期的な
成長を目指して運用を行います。
　ハイブリッドナビ戦略では、リスク態度指
数は10月下旬に水準を切り下げ、その後は
もみ合い推移となっています。市場が株式に
対する弱気局面に向かいつつあると判断して
おり、当面、株式50％程度、債券50％程度、
現預金０％程度の組入れを継続します。

トヨタグループ株式マザーファンド
　引き続き運用の基本方針に基づき、トヨタ
自動車およびそのグループ会社の銘柄群の動
きをとらえることを目標に運用を行います。
ポートフォリオの構築は、原則として組入銘
柄の時価総額に応じて投資比率を決定します
が、トヨタ自動車株式の時価総額が組入銘柄
の時価総額合計の50％を超える場合には、
トヨタ自動車株式の投資比率を約50％とし、
残りの約50％をグループ会社株式の各銘柄
の時価総額に応じた比率に近づくよう運用を
行います。

トヨタグループ・グローバルボンド・
マザーファンド
　米国では、今後も新型コロナウイルスの感
染再拡大に警戒しながら経済活動を進める必
要があり、景気回復ペースは緩慢と予想して
います。ＦＲＢによる積極的な金融緩和政策
に支えられて米国長期金利は低位で推移する
と見込みますが、財政政策に伴う国債発行の
増加が長期金利の上昇要因となる場面も想定
しています。
　社債スプレッドはやや縮小しましたが、世
界的な低金利環境を背景に社債市場への資金
流入は続き、フェアバリュー（適正価値）対
比で割高な水準が維持されるとみています。
米国大統領選がはっきりとした決着をみない
場合には、スプレッドの拡大要因にもなり得
ると予想しています。しかしながらスプレッ
ドが拡大するような局面があれば、ＦＲＢが
社債買い取りプログラムの購入額を増やし、
社債市場の安定化を図ると想定しています。
　米ドル・円相場については、米国での感染
再拡大や強力な金融政策が米ドル安要因とな
る一方で、経済活動再開への期待感が米ドル
高要因となるため、レンジでの推移に留まる
とみています。
　豪ドル・円相場については、豪中関係の悪
化懸念が当面豪ドルの抑制要因となる一方で、
経常収支の改善などがサポート要因となるた
め、レンジでの推移を想定しています。

2 今後の運用方針
トヨタグループ・バランスファンド 
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3 お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

　こうした投資環境見通しをベースに、通貨
配分、債券発行各国の金利見通し、デュレー
ション、流動性等を勘案し、主としてトヨタ
自動車およびそのグループ会社の発行する社
債へ投資することで、信託財産の着実な成長
と安定した収益の確保を目指します。

トヨタグループ・バランスファンド 
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当作成期中の運用・管理にかかった費用の
総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を
期中の平均受益権口数に期中の平均基準価
額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率換算）は1.10％です。 

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」におい
て用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を含みません。 

※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満
を四捨五入）です。 

※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当た
りの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合があ
ります。なお、これらの値はあくまでも参考であ
り、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

１万口当たりの費用明細(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 信託報酬 49円 0.549％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(経過日数／年日数) 
投信会社：ファンド運用の指図等の対価 
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価 
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行

等の対価 

 (投信会社) (24) (0.266)

 (販売会社) (24) (0.266)

 (受託会社) (1) (0.017)

(b) 売買委託手数料 1 0.007 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料  (株式) (1) (0.007)

(c) その他費用 1 0.007 
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資
金の送回金・資産の移転等に要する費用 

監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (0) (0.003)

 (監査費用) (0) (0.003)

 (その他) (0) (0.001)

 合 計 51 0.563   
 
期中の平均基準価額は8,976円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 
※売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを
含みます。 

 

参考情報 総経費率（年率換算） 
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当作成期中の売買及び取引の状況(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 
親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

 

当  作  成  期 

設   定 解   約 

口   数 金   額 口   数 金   額

 千口 千円 千口 千円
ト ヨ タ グ ル ー プ 株 式 マ ザ ー フ ァ ン ド 569,502 1,632,070 302,609 926,470
トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 732,341 787,480 863,703 936,290
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 

 
項     目 

当 作 成 期 

トヨタグループ株式マザーファンド 

(a) 作 成 期 中 の 株 式 売 買 金 額 23,824,694千円 
(b) 作 成 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 87,313,931千円 
(c) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 0.27   

 
※単位未満は切捨て。 
※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※外貨建資産については、(a)は各月末(ただし、決算日の属する月については決算日)の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金

額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 

 

利害関係人との取引状況等(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 
(１)利害関係人との取引状況 
トヨタグループ・バランスファンド 
 当作成期中における利害関係人との取引等はありません。 

 
トヨタグループ株式マザーファンド 
 

区   分 

当  作  成  期 

買付額等 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

 
Ｂ

 
売付額等 

Ｃ 
うち利害関係人 
との取引状況Ｄ 

 
Ｄ

 
Ａ Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 13,167 2,333 17.7 10,657 1,675 15.7

 
※平均保有割合 2.2％ 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 
トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 

 当作成期中における利害関係人との取引等はありません。 
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(２)売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 
トヨタグループ・バランスファンド 
 

項     目 当 作 成 期 

(a) 売 買 委 託 手 数 料 総 額 259千円 
(b) う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 20千円 
(c) (b)／(a) 7.9％  

 
※売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

 

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当作成期におけ
る当ファンドに係る利害関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2020年５月14日から2020年11月13日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2020年11月13日現在) 
親投資信託残高 
 

種     類 
作成期首 作  成  期  末 
口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円
トヨタグループ株式マザーファンド 329,356 596,249 1,923,977
トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 1,822,707 1,691,344 1,837,476
 
※各親投資信託の作成期末の受益権総口数は以下の通りです。 
 トヨタグループ株式マザーファンド  29,709,441千口   トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド  2,861,397千口 
※単位未満は切捨て。 

 

投資信託財産の構成 (2020年11月13日現在) 
 

項      目 
作   成   期   末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
ト ヨ タ グ ル ー プ 株 式 マ ザ ー フ ァ ン ド 1,923,977 50.6 
トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 1,837,476 48.3 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 39,641 1.1 
投 資 信 託 財 産 総 額 3,801,094 100.0 

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建資産(3,042,020千円)の投資信託財産総額
(3,108,484千円)に対する比率は97.9％です。 

※外貨建資産は、作成期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算レー
トは、１米ドル=104.99円、１カナダドル=79.84円、１ユーロ=123.99円、１英ポンド=137.69円、１オーストラリアドル=75.91円です。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

 
 

(2020年８月13日) 
 

(2020年11月13日)

項     目 第24期末 第25期末 
(A) 資 産 3,824,953,711円 3,801,094,796円
 コール・ローン等 25,134,854  27,630,660 

 
ト ヨ タ グ ル ー プ 株 式 
マザーファンド(評価額) 

2,739,330,425  1,923,977,147 

 
トヨタグループ・グローバルボンド・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド ( 評 価 額 ) 

1,056,558,432  1,837,476,989 

 未 収 入 金 3,930,000  12,010,000 
(B) 負 債 14,578,289  23,534,957 
 未 払 解 約 金 4,663,648  13,234,206 
 未 払 信 託 報 酬 9,854,414  10,238,483 
 未 払 利 息 58  71 
 その他未払費用 60,169  62,197 

(C) 純資産総額(A- B ) 3,810,375,422  3,777,559,839 
 元 本 4,041,758,617  3,911,440,259 
 次期繰越損益金 △  231,383,195  △  133,880,420 

(D) 受 益 権 総 口 数 4,041,758,617口 3,911,440,259口
 １万口当たり基準価額(C/D) 9,428円 9,658円

 
※当作成期における作成期首元本額4,108,641,306円、作成期中追
加設定元本額 103,809,051円、作成期中一部解約元本額
301,010,098円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

 

損益の状況 
 

 〔自2020年５月14日 
至2020年８月13日 〕〔 自2020年８月14日

至2020年11月13日〕
項     目 第24期 第25期 

(A)配 当 等 収 益 △     45,627円 △      4,118円
支 払 利 息 △     45,627  △      4,118 

(B)有価証券売買損益 387,768,544  100,783,390 
売 買 益 393,951,260  106,021,778 
売 買 損 △  6,182,716  △  5,238,388 

(C)信 託 報 酬 等 △  9,959,191  △ 10,301,298 
(D)当期損益金(A+B+C) 377,763,726  90,477,974 
(E)前 期 繰 越 損 益 金 △520,169,181  △136,346,208 
(F)追加信託差損益金 △ 88,977,740  △ 88,012,186 

(配当等相当額) (  153,535,704)  (  151,500,572) 
(売買損益相当額) (△242,513,444)  (△239,512,758) 

(G) 計    ( D + E + F ) △231,383,195  △133,880,420 
(H)収 益 分 配 金 0  0 

次期繰越損益金(G+H) △231,383,195  △133,880,420 
追加信託差損益金 △ 88,977,740  △ 88,012,186 
(配当等相当額) (  153,582,384)  (  151,623,753) 
(売買損益相当額) (△242,560,124)  (△239,635,939) 
分配準備積立金 278,500,091  302,374,219 
繰 越 損 益 金 △420,905,546  △348,242,453 

 
※有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。 

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

※分配金の計算過程は以下の通りです。 

 第24期 第25期 
(a) 費用控除後の配当等収益 8,644,151円 35,724,111円
(b) 費用控除後・繰越欠損金補填後の

有価証券売買等損益 
－  － 

(c)収益調整金 153,582,384  151,623,753 
(d)分配準備積立金 269,855,940  266,650,108 
(e) 分配可能額(a＋b＋c＋d) 432,082,475  453,997,972 

１万口当たり分配可能額 1,069  1,160 
(f)分配金額 －  － 

１万口当たり分配金額(税引前) －  － 
 

 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
第24期 第25期 

－円 －円
 
 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

(参 考 指 数) 
ＴＯＰＩＸ(東証株価指数) 株式組入 

比  率 
純 資 産 
総  額  

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ ％ 百万円
13期(2016年11月14日) 26,390 △14.8 1,400.00 △11.7 98.4 97,180
14期(2017年11月13日) 33,789 28.0 1,783.49 27.4 98.6 87,488
15期(2018年11月13日) 29,694 △12.1 1,638.45 △ 8.1 98.5 83,712
16期(2019年11月13日) 34,135 15.0 1,700.33 3.8 98.1 91,222
17期(2020年11月13日) 32,268 △ 5.5 1,703.22 0.2 97.8 95,867

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
※ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当フ
ァンドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

(参 考 指 数) 
ＴＯＰＩＸ(東証株価指数) 株式組入 

比  率 
 騰 落 率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％
2019年11月13日 34,135 － 1,700.33 － 98.1

  11月末 33,245 △ 2.6 1,699.36 △ 0.1 99.8
  12月末 33,404 △ 2.1 1,721.36 1.2 99.8

2020年１月末  32,081 △ 6.0 1,684.44 △ 0.9 99.9
  ２月末 29,620 △13.2 1,510.87 △11.1 99.9
  ３月末 26,131 △23.4 1,403.04 △17.5 97.9
  ４月末 27,426 △19.7 1,464.03 △13.9 98.0
  ５月末 28,596 △16.2 1,563.67 △ 8.0 99.5
  ６月末 28,435 △16.7 1,558.77 △ 8.3 99.9
  ７月末 26,132 △23.4 1,496.06 △12.0 99.9
  ８月末 29,887 △12.4 1,618.18 △ 4.8 99.9
  ９月末 30,165 △11.6 1,625.49 △ 4.4 98.5
  10月末 29,976 △12.2 1,579.33 △ 7.1 98.6

(期   末)  
2020年11月13日 32,268 △ 5.5 1,703.22 0.2 97.8

※騰落率は期首比です。 

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

トヨタグループ株式マザーファンド 
 

第17期 (2019年11月14日から2020年11月13日まで) 

信託期間 無期限（設定日：2003年11月14日） 
運用方針 ・トヨタ自動車およびそのグループ会社

※
の株式に投資し、信託財産の成長を目指して運用を行います。

※グループ会社とは、トヨタ自動車株式会社の有価証券報告書、四半期報告書およびこれらに準
じる公開情報に開示される連結子会社、持分法適用関連会社をいいます。 
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トヨタグループ株式マザーファンド 

 1 運用経過 
 

基準価額等の推移について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
基準価額等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※当ファンドの参考指数は、ＴＯＰＩＸ(東証株価指数)です。 
※ＴＯＰＩＸ(東証株価指数)の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾

者は当ファンドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。 
 
 

基準価額の主な変動要因(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
 当ファンドは、トヨタ自動車およびそのグループ会社※のうち、日本の取引所第一部に上場して
いる株式から流動性を勘案した銘柄（原則として、東京証券取引所第一部上場銘柄）に投資しま
した。 
 
※グループ会社とは、トヨタ自動車株式会社の有価証券報告書、四半期報告書およびこれらに準じる公開情報に開示され

る連結子会社、持分法適用関連会社をいいます。 

 
 

上昇要因 

 
・各国の大規模な金融・財政政策を支えに、新型コロナウイルスにより落ち込んだ景気

が回復に向かうことが期待されたことで、３月下旬以降に株式市場が上昇したこと 
・豊田自動織機やデンソー、豊田合成の株価が上昇したこと 

下落要因 

 
・１月から３月中旬にかけて、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を背景に、グ

ローバルで景気後退懸念が高まり、株式市場が急落したこと 
・トヨタ自動車やＳＵＢＡＲＵ、アイシン精機などの株価が下落したこと 

 

※参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

期  首  34,135円 

期  末  32,268円 

騰 落 率   －5.5％ 
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トヨタグループ株式マザーファンド 

 
投資環境について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
 
 
 
 期初から12月下旬にかけては、国内の大型経済対策への期待が支援材料となる中、米国大統領
が中国との通商協議に関して第一段階の合意を承認したことなどを好感し、上昇しました。 
 2020年１月から３月中旬にかけては、高値警戒感や米・イランの対立による中東情勢の緊迫化
などから上値が重くなる中、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う世界景気の後退懸念が高まり、
株式市場は大幅下落となりました。 
 ３月下旬から６月上旬にかけては、日本を含む各国・地域の中央銀行による金融緩和の強化が
発表されたことや大規模な経済対策への期待が高まったことから、国内株式市場は上昇しました。 
 ６月中旬から８月上旬にかけては、新型コロナウイルスの感染再拡大への警戒感や米中摩擦に
対する懸念の高まりなどから、レンジの動きながらも弱含む展開となりました。 
 ８月中旬から10月下旬にかけては、グローバルでの景気回復基調が継続する中、国内において
も４－６月期決算発表を受け業績底入れ観測が高まったことや、経済活動再開への期待が高まる
展開となり、株式市場は底堅い展開となりました。 
 10月下旬から期末にかけては、７－９月期決算発表において業績の回復期待が高まったことに
加え、ワクチン開発の進展を好感し、株式市場は上昇基調となりました。 
 当期の市場の動きをＴＯＰＩＸ（東証株価指数）でみると、期首に比べて0.17％上昇しました。 
 ただし、自動車業界は、新型コロナウイルスの感染拡大による世界各地でのロックダウンの影
響を大きく受けることとなりました。トヨタ自動車は４－６月期において、販売低迷に加え、生
産停止も余儀なくされ、業績が大きく落ち込むこととなり、トヨタ自動車を中心にトヨタグルー
プ企業の株価は大きく下落しました。 
 
 

ポートフォリオについて(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
投資行動 

 原則として組入銘柄の時価総額に応じて投資比率を決定しますが、全期間にわたってトヨタ自
動車株式の時価総額が組入銘柄の時価総額合計の50％を超えていましたので、トヨタ自動車株式
の投資比率を約50％とし、残りの約50％をグループ会社株式の各銘柄の時価総額に応じた比率に
近づくように運用を行いました。 
 日々の設定解約に伴う売買の際には、トヨタ自動車株式への投資比率が約50％、グループ会社
の株式への投資比率が約50％に近づくようポートフォリオを調整しました。追加設定やリバラン
ス（投資配分比率の調整）に伴う現物株式の売買にあたっては、取引コストの低減に努めました。 

当期の株式市場は、前期末と比較してほぼ横ばいの結果となりました。 
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トヨタグループ株式マザーファンド 

 当ファンドは運用の指標となるベンチ
マークはありませんが、参考指数として
ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）を設けてい
ます。 
 左のグラフは、基準価額と参考指数の
騰落率の対比です。 

 

 
リバランス 

 運用の基本方針に基づき、四半期末を基準としてリバランスを行うこととしています。2019年
12月末、2020年３月末、６月末、９月末について翌月にリバランスを実施しました。 
 
 

ベンチマークとの差異について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
基準価額と参考指数の対比（騰落率）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2 今後の運用方針 
 
 引き続き運用の基本方針に基づき、トヨタ自動車およびそのグループ会社の銘柄群の動きをと
らえることを目標に運用を行います。ポートフォリオの構築は、原則として組入銘柄の時価総額
に応じて投資比率を決定しますが、トヨタ自動車株式の時価総額が組入銘柄の時価総額合計の
50％を超える場合には、トヨタ自動車株式の投資比率を約50％とし、残りの約50％をグループ会
社株式の各銘柄の時価総額に応じた比率に近づくよう運用を行います。 
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トヨタグループ株式マザーファンド 

１万口当たりの費用明細(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 売買委託手数料 10円 0.034％ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料  (株式) (10) (0.034)

(b) その他費用 0 0.000 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用  (その他) (0) (0.000)

 合 計 10 0.034   
 
期中の平均基準価額は29,591円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
株 式 
 

 
買    付 売    付 

株  数 金  額 株  数 金  額 

   千株 千円 千株 千円 

国 内 上 場 10,520 35,895,443 7,347 26,663,584 

   (△135) (－)   
 
※金額は受渡し代金。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 

 
項     目 当     期 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 62,559,028千円 

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 84,493,683千円 

(c) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 0.74   
 
※単位未満は切捨て。 
※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※外貨建資産については、(a)は各月末(ただし、決算日の属する月については決算日)の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金

額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 
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トヨタグループ株式マザーファンド 

利害関係人との取引状況等(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
(１)利害関係人との取引状況 
 

区   分 買付額等 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

 
Ｂ

 
売付額等 

Ｃ 
うち利害関係人 
との取引状況Ｄ 

 
Ｄ

 
Ａ Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

株 式 35,895 6,335 17.6 26,663 3,994 15.0
 
 
(２)売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 
 

項     目 当     期 

(a) 売 買 委 託 手 数 料 総 額 28,858千円 

(b) う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 2,485千円 

(c) (b)／(a) 8.6％  
 
利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当
ファンドに係る利害関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2020年11月13日現在) 
国内株式 
 

銘     柄 
期首(前期末) 期     末 
株 数 株 数 評 価 額 

 千株 千株 千円
建設業(－％)   
ミサワホーム 161.1 － －

化学(0.0％)   
共和レザー 91.7 89.4 55,875

鉄鋼(0.2％)   
愛知製鋼 74.4 72.6 192,535

金属製品(0.1％)   
中央発條 23.9 23.6 69,879

機械(1.2％)   
大豊工業 109.1 106.5 62,302
ジェイテクト 1,284.3 1,253.2 1,073,992

電気機器(3.6％)   
小糸製作所 601.5 587 3,357,640

輸送用機器(90.3％)   
トヨタ紡織 702.1 685.1 1,022,169
豊田自動織機 1,219 1,189.6 8,588,912
デンソー 2,947.7 2,876.6 14,785,724

銘     柄 
期首(前期末) 期     末 
株 数 株 数 評 価 額 

東海理化電機製作所 352.5 344 570,008
トヨタ自動車 5,687.1 6,392.2 46,765,335
日野自動車 2,149.5 2,097.6 1,854,278
フタバ産業 335.1 327 156,306
アイシン精機 1,102.4 1,075.8 3,421,044
ＳＵＢＡＲＵ － 2,808.1 5,977,040
豊田合成 486.4 474.7 1,351,945
愛三工業 235.7 230.1 109,067

卸売業(4.6％)   
豊田通商 1,324.5 1,292.6 4,317,284

合 計
株 数 ・ 金 額 18,888 21,925 93,731,339
銘柄数＜比率＞ 18 18 ＜97.8％＞

 
※銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。 
※< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
※評価額の単位未満は切捨て。ただし、評価額が単位未満の場合
は小数で記載。 

※－印は組入れなし。 
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トヨタグループ株式マザーファンド 

投資信託財産の構成 (2020年11月13日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
株 式 93,731,339 95.7 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 4,171,558 4.3 
投 資 信 託 財 産 総 額 97,902,897 100.0 

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2020年11月13日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 97,902,897,669円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,009,360,871 
 株 式      ( 評 価 額 ) 93,731,339,350 
 未 収 入 金 1,912,181,448 
 未 収 配 当 金 1,250,016,000 

(B) 負 債 2,035,813,335 
 未 払 解 約 金 2,035,808,638 
 未 払 利 息 2,627 
 そ の 他 未 払 費 用 2,070 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 95,867,084,334 
 元 本 29,709,441,546 
 次 期 繰 越 損 益 金 66,157,642,788 

(D) 受 益 権 総 口 数 29,709,441,546口
 １万口当たり基準価額(C/D) 32,268円

 
※当期における期首元本額26,724,280,200円、期中追加設定元本
額7,699,500,366円、期中一部解約元本額4,714,339,020円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 

トヨタ自動車／トヨタグループ株式ファンド 27,347,739,580円

ＤＣトヨタ自動車／トヨタグループ株式ファンド 1,650,948,545円

トヨタグループ・バランスファンド 596,249,271円

ＳＭＡＭ・年金トヨタグループ株式ファンド＜非課税適格機関投資家限定＞ 114,504,150円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2019年11月14日 至2020年11月13日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 2,553,088,574円
 受 取 配 当 金 2,553,331,000 
 そ の 他 収 益 金 3,687 
 支 払 利 息 △       246,113 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 4,993,600,896 
 売 買 益 3,239,890,073 
 売 買 損 △ 8,233,490,969 

(C) 信 託 報 酬 等 △       111,819 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) △ 2,440,624,141 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 64,498,103,154 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 14,292,129,990 
(G) 解 約 差 損 益 金 △10,191,966,215 
(H) 計       (D+E+F+G) 66,157,642,788 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H ) 66,157,642,788 

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。 
※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

 

 

お知らせ 
＜約款変更について＞ 

 該当事項はございません。 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債券組入 
比  率 

純 資 産 
総  額 

 
 

期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ 百万円
３期(2016年11月14日) 9,645 △ 8.4 95.0 2,555
４期(2017年11月13日) 10,661 10.5 95.8 3,980
５期(2018年11月13日) 10,441 △ 2.1 97.3 4,066
６期(2019年11月13日) 10,373 △ 0.7 95.2 2,781
７期(2020年11月13日) 10,864 4.7 96.8 3,108

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 
 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債券組入 

比  率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％
2019年11月13日 10,373 － 95.2
  11月末 10,470 0.9 96.3
  12月末 10,640 2.6 97.2

2020年１月末  10,555 1.8 97.8
  ２月末 10,557 1.8 77.4
  ３月末 9,790 △5.6 98.0
  ４月末 10,035 △3.3 98.2
  ５月末 10,284 △0.9 98.0
  ６月末 10,662 2.8 98.3
  ７月末 10,781 3.9 97.8
  ８月末 10,949 5.6 97.3
  ９月末 10,839 4.5 97.3
  10月末 10,688 3.0 96.9

(期   末)  
2020年11月13日 10,864 4.7 96.8

※騰落率は期首比です。 

トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド
 

第７期 (2019年11月14日から2020年11月13日まで) 

信託期間 無期限（設定日：2014年７月１日） 

運用方針 ・主としてトヨタ自動車およびそのグループ会社の発行する内外の債券等に投資することにより、信託財
産の着実な成長と安定した収益の確保を目指します。 

・外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。 
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トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 

 1 運用経過 
 

基準価額等の推移について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
基準価額等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額の主な変動要因(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
 当ファンドは、主としてトヨタ自動車およびそのグループ会社の発行する債券等に投資しまし
た。ポートフォリオの構築にあたっては通貨配分、債券発行各国の金利見通し、デュレーション

（投資資金の平均回収期間）、流動性等を勘案し銘柄を決定しました。外貨建資産については、対
円での為替ヘッジは行っていません。 
 
 

上昇要因 
 
・社債利回りが低下（債券価格は上昇）したこと 
・豪ドルが対円で上昇したこと 

下落要因 
 
・米ドルが対円で下落したこと 

 
 
投資環境について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
 
 
 
債券市場 

 米国国債利回りは、期初から2020年１月まではレンジの動きでした。２月以降は、新型コロナ
ウイルスの感染拡大に伴う質への逃避に加え、景気後退に備えて３月にＦＲＢ（米連邦準備制度

期  首  10,373円 

期  末  10,864円 

騰 落 率   ＋4.7％ 

 米国とオーストラリアの５年国債利回りは低下しました。社債利回りも低下しました。為替市
場では対円で米ドルは下落、豪ドルは上昇しました。 
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トヨタグループ・グローバルボンド・マザーファンド 

理事会）が２回の利下げを行ったことや無制限の量的緩和を導入したことから、金利は大きく低
下しました。４月以降は、新型コロナウイルスの新規感染者数の減少や、今後の経済活動再開へ
の思惑から金利低下に歯止めがかかり、横ばいで推移しました。７月には、ＦＲＢが緩和的な金
融政策を続ける中で、新型コロナウイルスの感染再拡大に伴う世界経済の先行き不透明感が金利
の低下要因になりました。８月以降は、比較的堅調な経済指標や追加財政政策に対する期待など
を背景に、期末にかけて上昇しました。 
 オーストラリア国債利回りは、期初もみ合いの後、2020年に入り、新型コロナウイルスの感染
拡大や景気後退懸念の継続を受けてＲＢＡ（オーストラリア準備銀行）が政策金利を過去 低水
準まで引き下げたことや、３年国債利回りを0.25％に留めるイールド・カーブ・コントロール政
策を導入したことなどを受けて、３月にかけて金利は大きく低下しました。４月以降は、ＲＢＡ
による政策金利の引き下げ期待などを背景に、期末まで低位での横ばい推移となりました。 
 社債のスプレッド（国債に対する上乗せ金利）は期を通してみると縮小しました。スプレッド
は期初から2020年２月までは、横ばいで推移しました。３月に新型コロナウイルスの感染拡大に
より、社債市場からの資金流出傾向が強まり、大幅に拡大しました。しかし４月には、ＦＲＢに
よる社債買い取りプログラムが具体化されていくなかで社債市場の正常化が進み、スプレッドは
大きく縮小し、社債利回りは大きく低下しました。５月以降は、ＦＲＢによる社債ＥＴＦ（上場
投資信託）および個別社債の購入が開始される中で、投信等を通じた社債市場への安定した資金
流入が続き、需給環境が引き締まりました。８月以降は、新規の社債発行が高水準となりました
が、投資資金の社債市場への流入が継続し、スプレッドは横ばいにとどまりました。その結果、
社債利回りも低下しました。 
 当期の米国５年国債利回りは、期首1.74％から期末0.39％へ低下しました。また、オーストラ
リア５年国債利回りは、期首0.91％から期末0.31％へと低下しました。 
 
為替市場 

 米ドル・円は、期初から2020年２月中旬にかけては、米中貿易交渉の進展を好感した米国株価
の上昇等を背景に、米ドルがじり高の展開となりました。その後は、新型コロナウイルスの感染
拡大に対する懸念等からリスク回避的な動きが強まり、３月上旬にかけて米ドルが急落する展開
となりました。３月中旬以降は、世界的な金融市場の混乱を受け、米ドル資金に対する需要が高
まり、米ドルは大きく上昇しました。４月以降は市場の落着きに伴い米ドルに対する需要が一服
し、強力な金融緩和の継続や新型コロナウイルスの感染再拡大への懸念が米ドル安要因となり、
期末まで米ドル安・円高で推移しました。 
 豪ドル・円は、期初もみ合いの後、2020年に入り新型コロナウイルスの感染拡大を受けた景気
後退懸念や、ＲＢＡによる政策金利の引下げを受けて、豪ドルは対円で下落しました。しかし、
３月下旬には、世界各国の政府や中央銀行の政策対応により市場が落ち着きを取り戻して反転し、
期末まで概ね豪ドル高で推移しました。 
 当期の米ドル・円は期首108円93銭から期末104円99銭と３円94銭の米ドル安・円高となりまし
た。また、豪ドル・円は、期首74円43銭から期末75円91銭と、１円48銭の豪ドル高・円安となり
ました。 
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ポートフォリオについて(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
債券組入比率 

 トヨタ自動車グループが発行する社債を高水準に組み入れ、安定的に金利収入を得ることがで
きました。 
 
デュレーション 

 デュレーションについては４年程度としました。 
 
発行体配分 

 組入発行体の配分については、トヨタモータークレジット、トヨタクレジットカナダ、トヨタ
ファイナンスオーストラリア、トヨタファイナンスネザーランドの４発行体が発行する社債を期
末時点で11銘柄保有しており、 大保有発行体であるトヨタモータークレジットの保有比率は純
資産総額の50％以下としています。 
 
通貨別配分 

 期末時点で豪ドル、カナダドル、米ドル、英ポンド、ユーロのエクスポージャーを有しており
ます。外貨建資産について対円での為替ヘッジは行っていません。 
 

 

ベンチマークとの差異について(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
 ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。 
 
 

 2 今後の運用方針 
 
 米国では、今後も新型コロナウイルスの感染再拡大に警戒しながら経済活動を進める必要があ
り、景気回復ペースは緩慢と予想しています。ＦＲＢによる積極的な金融緩和政策に支えられて
米国長期金利は低位で推移すると見込みますが、財政政策に伴う国債発行の増加が長期金利の上
昇要因となる場面も想定しています。 
 社債スプレッドはやや縮小しましたが、世界的な低金利環境を背景に社債市場への資金流入は
続き、フェアバリュー（適正価値）対比で割高な水準が維持されるとみています。米国大統領選
がはっきりとした決着をみない場合には、スプレッドの拡大要因にもなり得ると予想しています。
しかしながらスプレッドが拡大するような局面があれば、ＦＲＢが社債買い取りプログラムの購
入額を増やし、社債市場の安定化を図ると想定しています。 
 米ドル・円相場については、米国での感染再拡大や強力な金融政策が米ドル安要因となる一方
で、経済活動再開への期待感が米ドル高要因となるため、レンジでの推移に留まるとみています。 
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 豪ドル・円相場については、豪中関係の悪化懸念が当面豪ドルの抑制要因となる一方で、経常
収支の改善などがサポート要因となるため、レンジでの推移を想定しています。 
 こうした投資環境見通しをベースに、通貨配分、債券発行各国の金利見通し、デュレーション、
流動性等を勘案し、主としてトヨタ自動車およびそのグループ会社の発行する社債へ投資するこ
とで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指します。 
 

 

１万口当たりの費用明細(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) その他費用 1円 0.012％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資

金の送回金・資産の移転等に要する費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (1) (0.012)

 (その他) (0) (0.001)

 合 計 1 0.012   
 
期中の平均基準価額は10,520円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
公社債 
 

 買  付  額 売  付  額 

外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国 

   千米ドル 千米ドル 

ア メ リ カ  
社 債 券
(投資法人債券を含む)

7,037 2,718 

ユ ー ロ   千ユーロ 千ユーロ 

 オ ラ ン ダ 
社 債 券
(投資法人債券を含む)

3,074 1,823 

 そ の 他 
社 債 券
(投資法人債券を含む)

－ 2,767 

   千オーストラリアドル 千オーストラリアドル 

オ ー ス ト ラ リ ア  
社 債 券
(投資法人債券を含む)

4,155 － 

   千ニュージーランドドル 千ニュージーランドドル 

ニュージーランド  
社 債 券
(投資法人債券を含む)

－ 4,019 

 
※金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※社債券(投資法人債券を含む)には新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 
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利害関係人との取引状況等(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2019年11月14日から2020年11月13日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2020年11月13日現在) 
公社債 

Ａ 債券種類別開示 

  外国(外貨建)公社債 
 

区    分 

期           末 

額 面 金 額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

外 貨建金 額      邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％

ア メ リ カ 11,500 12,465 1,308,760 42.1 － 42.1 － －

 千カナダドル 千カナダドル   

カ ナ ダ 5,600 5,914 472,208 15.2 － － 15.2 －

ユ ー ロ 千ユーロ 千ユーロ   

 オ ラ ン ダ 2,200 2,256 279,777 9.0 － － 9.0 －

 千英ポンド 千英ポンド   

イ ギ リ ス 600 607 83,630 2.7 － － － 2.7

 千オーストラリアドル 千オーストラリアドル   

オ ー ス ト ラ リ ア 10,800 11,377 863,649 27.8 － － 22.7 5.0

 合 計 － － 3,008,027 96.8 － 42.1 46.9 7.7
 
※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※－印は組入れなし。 
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Ｂ 個別銘柄開示 

  外国(外貨建)公社債 
 

種   類 銘   柄 

期           末 

利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

    ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

( ア メ リ カ )  普通社債券 TOYOTA MTR CRED 1.15 1.15 3,700 3,695 387,959 2027/８/13

  (含む投資法人債券) TOYOTA MTR CRED 3.05 3.05 5,000 5,599 587,871 2028/１/11

   TOYOTA MTR CRED 3.2 3.2 2,300 2,588 271,808 2027/１/11

   TOYOTA MTR CRED 3.375 3.375 500 582 61,121 2030/４/１

  小     計  － － － 1,308,760 － 

    千カナダドル 千カナダドル   

( カ ナ ダ ) 
 
普通社債券 
(含む投資法人債券) 

TOYOTA CRED CAN 2.64 2.64 5,600 5,914 472,208 2024/３/27

( ユ ー ロ )    千ユーロ 千ユーロ   

 
( オ ラ ン ダ ) 普通社債券 

(含む投資法人債券) 
TOYOTA MOTOR FIN 0.625 0.625 2,200 2,256 279,777 2023/９/26

    千英ポンド 千英ポンド   

( イ ギ リ ス ) 
 
普通社債券 
(含む投資法人債券) 

TOYOTA MTR CRED 1 1.0 600 607 83,630 2022/９/27

    千オーストラリアドル 千オーストラリアドル   

(オーストラリア)  普通社債券 TOYOTA FIN AUSTR 1.3 1.3 2,000 2,027 153,922 2023/２/17

  (含む投資法人債券) TOYOTA FIN AUSTR 2.875 2.875 1,000 1,041 79,090 2022/11/21

   TOYOTA FIN AUSTR 3.25 3.25 2,000 2,062 156,541 2022/２/21

   TOYOTA FIN AUSTR 3.3 3.3 5,800 6,245 474,094 2023/11/22

  小     計  － － － 863,649 － 

  合     計  － － － 3,008,027 － 
 
※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

投資信託財産の構成 (2020年11月13日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

公 社 債 3,008,027 96.8 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 100,457 3.2 

投 資 信 託 財 産 総 額 3,108,484 100.0 
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※期末における外貨建資産(3,042,020千円)の投資信託財産総額(3,108,484千円)に対する比率は97.9％です。 
※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１
米ドル=104.99円、１カナダドル=79.84円、１ユーロ=123.99円、１英ポンド=137.69円、１オーストラリアドル=75.91円です。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2020年11月13日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 3,108,484,389円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 76,005,059 
 公 社 債      ( 評 価 額 ) 3,008,027,417 
 未 収 利 息 20,083,159 
 前 払 費 用 4,368,754 

(B) 負 債 595 
 未 払 利 息 172 
 そ の 他 未 払 費 用 423 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 3,108,483,794 
 元 本 2,861,397,878 
 次 期 繰 越 損 益 金 247,085,916 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,861,397,878口
 １万口当たり基準価額(C/D) 10,864円

 
※当期における期首元本額2,681,795,875円、期中追加設定元本額
1,549,349,338円、期中一部解約元本額1,369,747,335円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 

トヨタグループ・バランスファンド 1,691,344,799円

トヨタモータークレジット／トヨタグループ債券ファンド 1,170,053,079円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2019年11月14日 至2020年11月13日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 69,982,971円
 受 取 利 息 70,038,507 
 支 払 利 息 △     55,536 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 72,467,499 
 売 買 益 133,703,138 
 売 買 損 △ 61,235,639 

(C) 信 託 報 酬 等 △    348,819 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 142,101,651 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 99,973,088 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 105,774,188 
(G) 解 約 差 損 益 金 △100,763,011 
(H) 計       (D+E+F+G) 247,085,916 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H ) 247,085,916 

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。 
※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

 

 

お知らせ 
＜約款変更について＞ 

 該当事項はございません。 

 




